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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年4月27日(2017.4.27)

【公開番号】特開2015-197669(P2015-197669A)
【公開日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-069
【出願番号】特願2014-77259(P2014-77259)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/043    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/47     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/04     １２０　
   Ｂ４１Ｊ    2/47     １０１Ｍ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３７２　
   Ｈ０４Ｎ    1/04     １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月24日(2017.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ＢＤ間隔測定の実行中の、レーザドライバ４０５Ａ内の駆動回路の温度６２０は、ＬＤ

1及びＬＤ4の発光に伴って上昇及び低下している。特に、第１のＢＤ信号の生成タイミン
グ（立下りのタイミング）よりも、第２のＢＤ信号の生成タイミング（立下りのタイミン
グ）の方が、温度６２０が１４℃程度高くなっている。これは、ＬＤ1の発光に伴う発熱
及び放熱に対応する温度成分６１１と、ＬＤ4の発光に伴う発熱及び放熱に対応する温度
成分６１２とに依存している。即ち、ＬＤ1を消灯してから、駆動回路の温度が十分に低
下する前に、ＬＤ4の発光を開始することによって、第１のＢＤ信号の生成タイミングよ
りも第２のＢＤ信号の生成タイミングの方が、駆動回路の温度６２０が高くなる。なお、
温度成分６１１及び６１２の変化は、ＩＣのグランドまたは電源電極層を介した内部熱拡
散の、比較的短い（数μｓの）時定数と、ＩＣの端子を介した外部熱拡散の、比較的長い
（数１０ｍｓの）時定数と、ＩＣ内部の寄生抵抗の温度特性とに依存している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　具体的には、ＣＰＵ４０１は、ＬＤ1及びＬＤ8が、図７（ＬＤ1及びＬＤ8の光量７０１
及び７０８）に示すように、順にレーザ光を出射するように、レーザドライバ４０５Ａ及
び４０５Ｂを制御する。レーザドライバ４０５Ａ及び４０５Ｂはそれぞれ、例えば事前に
実行されるＡＰＣによって定まる、同じ大きさの駆動電流を、異なるタイミングにＬＤ1

及びＬＤ8に対して供給する。これにより、ＬＤ1及びＬＤ8から出射されたレーザ光がＢ
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Ｄセンサ２１０に順に入射し、ＢＤセンサ２１０の出力信号７００として、２つのＢＤ信
号（第１及び第２のＢＤ信号）が生成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　次に、図９は、ＢＤ間隔測定を実行する場合の、レーザドライバ４０５Ａ及び４０５Ｂ
の温度変化の一例を示す図である。図９は、ＢＤセンサ２１０の出力信号９００と、発光
点３０１及び３０８（ＬＤ1及びＬＤ8）の光量９０１及び９０８と、レーザドライバ４０
５Ａ及び４０５Ｂ内の、発光点３０１及び３０８に対応する駆動回路の局所的な温度９１
１及び９１８とを示している。
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